
 

 

 

 

 

 

 

 

 

防 災 講 習 会（２月17日：金19：00～）於：万才公民館 

「わたしは、わたしの家・地域は大丈夫！」 あなたがそう言い切る根拠は？ 

「かつて経験したことがない・・・」、こんな表現で語ら

れ、頻発する最近の異常気象に対して、皆さんの心構

えと具体的な準備は万全ですか？ 

 と、冒頭からちょっと脅し文句のようになりましたが、本

当にいつ自分の身近に災害が起きるかわかりません。 

今回、寒い中、しかも夜の時間帯に総務・防災課の

太田課長に来ていただいて、防災講習会を開催いたし

ました。３０名ほどの参加でしたが、皆さん熱心に聞い

ていただ

きました。 

直近で

は、トルコ、

シリアで５万人以上（２６日現在）の尊い命が地震によって奪

われました。あの地震の犠牲者の多くが、違法な建築物によ

る被害だと言いながらも、私たちは自身の身を守るために、ど

うすればいいかを体得する必要があると思います。 そんなこ

ともあり、最近では各地域で避難訓練などを行い、有事に備

える準備がされています。「自分の命を他人任せにせず、自

分で責任を持つところからスタートしましょう！」 

「第 2回コミュニティ囲碁大会」（２月 19 日：日） 
寒中に熱戦が繰り広げられました！！ 参加の皆さん、お疲れ様でした！  

 春雨？と思われるような、思いのほか暖かくなったこの日、
研修センターでは静かなバトルが繰り広げられました。 
お世話役の川原、田中両氏の進行で始まりの会があり、

さっそく１試合目が始まりました。 大会の結果は、３勝した
人が３人いてポイント制で順位が決まりました。次のとおりで
す。  優勝：
井上晃太郎

（式浪区）、
準優勝：田中 
孝（式浪区）、 
３位：田中 
均（辺田区） 

腕に覚えがある方、来年の参加を待っています。 
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学校前花壇（２/26：日） 寒い中みんなで除草作業！ 
3月の卒業式を前にキレイにできました！！ 

意地悪をするかのような前夜の

通り雨で、湿った土が長靴を重く

するなかでしたが、１０人ほどが集

まり、作業の開始です。 

 まだ冷たい風が吹き、暖かさはあ

まり感じられませんでしたが、作業

中には色々な冗談が飛び交い、夫

婦万才の披露もありました。「こうい

う会話こそコミュニティ！」という声

もかかり、９０分間の作業が終わる

ころには、皆さん笑顔で集合写真に納まり、春一番が吹いたかのように温か

い気持ちになっていました。来ていただいた皆さん、お疲れ様でした、有り難うございました！ 

「大草野お宝４８（フォーティエイト）」完成  （２月２１日：火） 

「さが未来アシスト事業費補助金」の御礼に市長を表敬訪問 
 この補助事業では、ガイドブックと現地に案

内板を設置することにしていますが、先に出

来上がったガイドブックを市と大草野小学校

に贈呈するために市長と教育長へ面会をお

願いしました。 市長も教育長も、各方面にわ

たって簡潔にまとめてあり、ルビもあって子ど

もたちにわかりやすく仕上がっています、これ

からの活用が期待できます、と評価していた

だきました。 古くから大草野地区の大人たち

が代々大切にしてきた宝物を、これからを生

きる子どもたちにも知ってもらい、少しでも多くの子どもた

ちが同じように大切にしてくれたらいいなぁ、と願ってい

ます。少子化の流れは止まらずに子どもたちがどんどん

少なくなります。やっと政府はかつてない子育て支援策

を打ち出す、と言っていますが、それが掛け声だけに終

わらずに実のあるものになることを切に願っています。 

（教頭先生、写真ではさらに背が高く感じます！） 
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い
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れ
る
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と
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褒
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役
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、
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」が
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つ
の
幸
せ
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と
書
い
て
あ
っ
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、
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い

た
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し
か
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通
は
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序
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で
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な
い
か
と
思
っ
て
読
ん
だ
。 

ま
ず
、
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
必

要
だ
と
い
う
の
は
役
に
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つ
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ら

で
、
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に
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つ
こ
と
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と
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れ
、
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れ
が
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み
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る
と

誰
か
ら
も
愛
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れ
る
よ
う
に
な

る
、
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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退
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き
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て
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で
は
？
」と
思
う
時
間
を

過
ご
し
、
大
変
寂
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思
い
を
し

ま
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公
務
と
い
う
の
は
、
目

の
前
の
仕
事
を
す
る
だ
け
で
誰
か

の
役
に
立
つ
と
い
う
恵
ま
れ
、
か
つ

幸
せ
な
仕
事
で
、
四
〇
数
年
経

験
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
何
も

し
な
い
時
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ぽ
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り
穴
が
開
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た
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で
、
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て
も
空
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時

間
に
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母
は
、
休
み
の
日
に
家
に
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
の
を
「加
勢
に
な

ら
ん
！
」と
愚
痴
っ
て
い
ま
し
た

が
、
父
は
、
「声
が
か
か
る
の
は
い

い
こ
と
だ
。
」と
理
解
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。 

今
は
懐
か
し
い
！ 


